
第１学年○組 技術・家庭科（家庭分野）学習指導案 

指導者 ○○○○○ 

１ 題材 「住まいの役割と安全な住まい方」 

 

２ 題材について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

《生徒の実態は》 

○ 小学校の学習内容として、季節の変化に合わせた生活についてはよく理解しているが、住ま

いの役割や安全については理解できていない生徒が多い。         【知識及び技能】 

 

○ 住まいを快適にする方法として掃除や整理整頓の工夫はできるが、それ以外にどのような工

夫をするとよいか分からない生徒が多く、家庭での住まいの災害対策について何をしているか

分からない生徒がほとんどである。            【思考力、判断力、表現力等】 

 

○ 今の住まいも心地よいが、住まいや自分の部屋をもっと心地よくしたいと思っている生徒が

過半数いる。                       【学びに向かう力、人間性等】 

《こんな教材で》 

 

○ 本題材では、家族の生活と住空間と

の関わりや住居の基本的な機能につ

いて理解することができる。また、家

族の安全を考えた住空間の使い方を

理解し、工夫する力を養うことができ

る。 

 

○ 本題材を学習することは、核家族で

生活していることが多く、幼児や高齢

者と生活する経験が少ない中学生に

とって、自分とは違う視点で住まいを

見直すきっかけになり、住生活の中か

ら問題を見出し、その解決に向けてよ

りよい生活を考え、実践する力を育む

ことができる。 

 

《こんな手立てで》 

 

○ 解決したくなる課題設定にするため

に、生徒に身近な磯野家を取り扱い、

磯野家の生活に合った新居の間取りを

考え、プレゼンすることを単元のゴー

ルに設定する。 

 

○ 課題に対する自分の考えを表出でき

るようにするために、ヒントとして今

と 20年後の磯野家の家族の状況を確認

したり、今の磯野家の間取りや平屋、

二階建て、二世帯住宅の間取りなどを

提示したりする。 

 

○ 対話活動を通して自分の考えを広げ

たり深めたりできるようにするため

に、磯野家からのお願いとして最適解

を提示したり、自由に間取りを動かせ

るホワイトボードを準備する。 

《こんな生徒の姿を目指します》  

〇 家族の生活と住空間との関わりがわかり、住居の基本的な①生命と生活を守る機能、②安らぎと」

健康をもたらす機能、③子どもが育ち、家族が支え合う機能について理解できる。   

【知識及び技能】 

〇 家族の安全を考えた住空間の整え方を工夫することができる。 

【思考力、判断力、表現力等】 

〇 住生活の中から問題を見出して課題を設定し、その解決に向けてよりよい生活を考え、計画をた 

てて実践しようとしている。                   【学びに向かう力、人間性等】 



３ 計画（９時間） 

段階 配時 学習活動 評価規準 

導入 

 

２ 

本時 

(１/２) 

 

I 家に新居をプレゼンするために、I 家にあった間取

りを考え、住生活の課題を見つける。 

 

I 家の今と未来の状況を
踏まえて、安全、快適に
暮らせる住まいの間取り
を考えることができる。 

展開 ５ 

 

導入で考えた I 家の新居の間取りを、住まいの役割、

安全、快適、和式と洋式の住まいの違いなどの視点

から見直し、よりよく改善しまとめていく。 

 

家族の生活と住空間の関
わりや自然災害や家庭内
事故の防ぎ方、和式と洋
式の住まいの違いについ
て理解し、それぞれの視
点から間取りを考え、I
家にあったものになるよ
う工夫することができ
る。 

終末 ２ それぞれの班で考えた間取りをプレゼンし、どの班

の間取りが一番 I 家にとって良いものか投票して決

める。 

ポイントを整理して、わ
かりやすく間取りについ
てまとめたり説明したり
することができる。 

 

４ 本時 令和７年１１月１２日（水） 第５校時   １年○組教室      

 

５ 主眼 

 

 

 

６ 展開 

段
階 

学習活動・内容 指導上の留意点・手だて 形態 配時 

導 
入 

１ 本時の課題を設定する。 
（１）住生活でどのようなことを学習する
のか確認する。 

 
（２）本時の課題を確認する。【①】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）本時のめあてを確認する。 
本時のめあて 
 
 
 

○ 本単元で学習する内容のイメー
ジを持てるように、教科書の該当ペ
ージで確認を行う。 

 
〇 I 家の住まいや生活をイメージ
できるように、間取り図や生活が分
かるイラストを提示する。 

 
 
 

全体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体 

５分 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２分 

I 家の現在も未来も安全で快適な暮らしができる新居の間取りを考える活動を通して、住生活

の課題を見つけることができるようにする。 

I 家に新居をプレゼンするために、I 家にあった間取りを考えよう。 

ある日、S さんから相談がありました。 
『うちの家も古くなってきたから、家を
建て直そうと思ってるの。K と W は将
来独立するかもしれないけれど、私たち
はこの先も建て直した家に住んでいく
つもり。この先ずっと住むことができる
ように、みんなが安全で快適に暮らせる
家を考えてくれないかしら。』 
いい新居をプレゼンをしたハウスメー
カーに新居を建ててもらいたいそうで
す。 
１月にすべてのハウスメーカーが集ま
って I 家にプレゼンを行い、どのハウス
メーカーに建築を依頼するか決めるそ
うです。 
みなさんにはハウスメーカーの社員と
して、I 家に合った住まいの間取りを考
え、プレゼンしてもらいます。 



展 
 
 
開 

２ 自分の考えをつくる。【②，③，⑥】 
〈条件〉 
①66坪で収まるように間取りを考える 
②玄関の位置や外壁は固定したまま 
③Kと Wは 25年後には独立している 

   
・今の I家の住まいはどこを改善し 
たらよいか。 

 
３ 小集団で間取りを考える。【④，⑥】 

・条件を踏まえて、I家にはどのよう
な間取りの住まいがあっているか、
具体的な間取りを交流しながら考え
る。 

・その間取りがよいと思う理由を付箋
に書いて間取り図に貼る。 

 

〇 どの生徒も自分の考えをつくる
ことができるように、現在の I家の
住まいの間取り図に課題を書き込
めるようにする。 

 
○ 部屋の広さをイメージできるよ
うに、教室の広さを坪数で確認す
る。 

 
                  
○ 話し合いで内容を焦点化しやす
いように、土地の広さ（坪数）や家
族の今後の状況の条件を提示する。 

 
〇 それぞれでの生活をイメージで
きるように、７人家族や５人家族の
平屋と二階建ての間取り図を提示
する。 

 
○ 間取りの根拠を後から説明でき
るように、付箋を配布し、理由を書
き込むよう指示する。 

 
〇 間取りを自由に変更できるよう
に、方眼のホワイトボードとマーカ
ーを準備する。 

個人 

 

 

 

 

 
 

 
 
 
小集

団 

７分 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

25分 

終 
 
末 

４ 本時の学習を振り返る。 
 （１）各班の進捗状況を発表する。 
  ・部屋の数 
  ・平屋、二階建てのどちらか 
  ・その理由 など 
 
 （２）ふり返りを記入する。【⑤】 
  ・本時の授業で考えたこと、気づいた

こと、もっと知りたいこと 
 

 
○ 班の進捗状況が全員で確認でき
るように、班に記録用紙を準備す
る。 

 
 
○ 住生活の課題に気づくことがで
きるように、本時で分からなかった
ことやもっと知りたいことを記入
できるようにする。 

 
○ 本時の授業で考えた間取りを元
に次時で間取りをよりよくできる
ように、タブレットで間取りを撮影
し、記録を提出するよう指示する。 

 

 

小集

団 

 

 

 

個人 

 
６分 
 
 

 
 

５分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第１学年○組 国語科学習指導案 

指導者 ○○○○○ 

 

１ 単元 「星の花が降るころに」 

２ 単元について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《生徒の実態は》 

〇 比喩、反復、倒置、体言止めなどの表現技法を知ってはいるが、文章中でどのような意味を
表しているかや、表現技法が読み手に与える印象について考える生徒は少ない。 

【知識及び技能】 
○ 物語の中の場面と場面を結び付けて考えることについて意識する生徒はいるが、場面と描写 
 や象徴的なものについて着目し、それらを結びつけて内容を解釈する生徒は少ない。 

【思考力、判断力、表現力等】 
○ 言葉がもつ価値や与える印象、どのように話すと相手に伝わるのかということを考え、思い 

 や考えを伝え合おうとする生徒は少ない。        【学びに向かう力、人間性等】 

《こんな教材で》 

〇 本教材は、小学校とは環境が変化し

た中学校が舞台になっており、人間関

係や各場面に出てくる登場人物の行

動は、生徒が自分たちの身の回りの出

来事と重ね合わせ共感をもって読む

ことができると考える。 

〇 本教材は、巧みな比喩が多く、情景

が豊かに想像できる上、心情描写にも

文学的に優れた表現が見られる作品

である。また、結末がはっきりと示さ

れておらず、生徒に考える余地を残し

た表現になっている。読む人によって

様々な読みができる場面があるので、

いろいろな角度から登場人物の心情

に迫ることのできる題材である。 以

上のことから、場面の展開や描写に着

目し、登場人物の心情を深く読み取る

ことができる。 

 

《こんな手立てで》 

〇 生徒が主体的に課題設定できるよう

にするために、単元終末に続き物語

「続・星の花が降るころに」を書く活

動を位置づけ、そのために必要な視点

を生徒に考えさせる活動を行う。 

〇 課題に対する自分の考えを表出でき

るようにするために、自分の考えを話

すときはどの描写からどのような心情

を読み取ることができたか根拠を明ら

かにしながら話すように指示する。 

〇 対話活動を通して自分の考えを広げ

たり深めたりできるようにするため

に、同じ表現やくり返し出てくる言葉

に着目し、登場人物の心情を考える発

問をする。 

 

《こんな生徒の姿を目指します》  

〇 比喩、反復、倒置、体言止めなどの表現の技法を理解することができる。【知識及び技能】 

○ 場面と場面、場面と描写などを結びつけて、内容を解釈することができる。 

【思考力、判断力、表現力等】 

○ 言葉がもつ価値に気づくとともに、進んで読書をし、我が国の言語文化を大切にして、思いや

考えを伝え合おうとすることができる。          【学びに向かう力、人間性等】 

          



３ 計画（８時間） 

段階 配時 学習活動 評価規準 

導入 

 

１ 〇 小説「星の花が降るころに」を通読し、学習課題を

考える。 

 ・作品を通読した後、初発の感想をまとめる。 

 ・初発の感想をもとに、学習課題を考える。 

〇 作品を通して出来る

ようになりたいことを

考え、意欲をもつこと

ができる。 

展開 ５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本時 

5／5 

 

〇 「続き物語」のモデルを示し、作品を読む意欲・ 

必要感をもち、学習計画を立てる。 

 ・「続き物語」のモデル文を比較し、どれが続きに 

ふさわしいのかを考える。 

 ・書くために必要な条件を考え、学習計画を立てる。 

 ⑴登場人物の人物像と関係性を理解すること。 

 ⑵銀木犀が何を表しているのかを理解すること。 

 ⑶作品に使われている表現について理解する。 

 

〇 私の夏実と戸部君に対する思いを描写から読み取

る。【③】 

  

 

 

〇 私の夏実に対する思いを読み取る。 

 ・私の夏実に対する思いとその根拠を友人と交流し、

読み取る。 

 ・「ビニール袋から銀木犀の花を取り出してぱらぱら

落とした」ことは何を意味しているのかを考える。 

 

〇 作品において「銀木犀」がどんな意味を持っている

のか読み取る。 

 ・銀木犀が作品中に度々登場することから、作品にお

ける重要なものであることを確認する。 

 ・銀木犀の描写を比べ、銀木犀が表す意味について考

える。 

 

〇 私の戸部君に対する思いを読み取る。 

 ・私の戸部君に対する思いとその根拠を友人と交流

し、読み取る。 

 ・「やっぱり戸部君って、わけがわからない。」と 

いう描写から私の戸部君に対する見方について考

える。 

〇 「続き物語」を書く

ために必要な条件を考

え、次時以降の学習計

画を立てることができ

る。 

 

 

 

 

〇 描写を根拠に「続・

星の花が降るころにマ

ップ」を作成すること

ができる。 

 

〇 描写を根拠にして、

どのように私の思いが

変化したのかを読み取

ることができる。 

 

 

〇 描写や人間関係をも

とに、銀木犀が表して

いるものについて考え

をもつことができる。 

 

 

 

〇 描写を根拠にして、

どのように私の思いが

変化したのかを読み取

ることができる。 

 

終末 ２ 〇 「続・星の花が降るころに」を作成する。 

 

 

 

 

 

〇 完成した「続・星の花が降るころに」を鑑賞し、感

想を書く。 

〇 人物像や私の気持ち

の変化とその理由を理

解したうえで、自分で

物語の続きを考え、文

章にすることができ

る。 

 

 

 

 



４ 本時 令和７年１１月１２日（水） 第５校時   １年○組教室      

 

５ 主眼 

 

 

 

６ 展開 

段
階 

学習活動・内容 指導上の留意点・手だて 
形
態 

配
時 

導 
入 

１ 本時のめあてをつかむ。 
（１）初発の感想から学習計画を想起する。【①】 
  ・続き物語を書くために、登場人物の思いや関係性

を読み取ることが必要だと確認する。 
  ・本時は、「私」と戸部君について考えることを確認

する。 
本時のめあて 
 
 
 

〇 課題意識を持つことが
できるようにするために
単元を貫く学習課題を想
起させる。その後、「私」
の戸部君に対する思いや
関係性を読み取るという
学習計画を確認する。 
 

       

全

体 

５ 
分 

展 
 
 
開 

 
２ 描写から分かった「私」の戸部君に対する思いを他
者と交流しまとめる。 

(１)グループに分かれて、「私」の戸部君に対する思い
を教科書の描写を根拠に説明し合い、突き止める。 

【②】【④】【⑥】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ 自分の考えを再構築する。 
 ・「私」の戸部君への思いの変化を学習支援ソフトに 

書き込む。【⑤】 
  
 
 
 
 
 

 
 
 
〇 自分で話し合う相手を
選択することができるよ
うにするために、前時まで
に整理した「続・星の花が
降るころにマップ」を学習
支援ソフトで確認させる。 

〇 根拠を基に自分の考え
を説明することができる
ようにするために自分の
「続・星の花が降るころに
マップ」を見せながら「私」
の戸部君に対する思いを
交流するように指示する。 

〇 自分の考えを深めたり、
広げたりするために、大き
く意見が異なる場合は根
拠となる描写がどこかを
全員で話し合うように指
示する。 

〇 考えを深めたり、広げた
りすることができるよう
にするために、「わけがわ
からない。」という同じ言
葉の出てくる描写に触れ
て、思いが変化した理由は
何か深く考えられるよう
にする。 

 
 
 
〇 自己の変容を自覚でき
るようにするために、話し
合いを踏まえて分かった
「私」の戸部君に対する思
いの変化を学習支援ソフ
トに書くように指示する。 

 

 

 

小

集

団 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
30
分 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
10
分 

〇 「続・星の花が降るころにマップ」に、描写を根拠にした「私」の戸部君への思いを集める

ことを通して、「私」の思いがどのように変化したのか読み取ることができるようにする。 

「私」の戸部君に対する思いがどのように変化したのかを描写に着目して読みとろう。 

 

はじめは戸部君を子供っぽく、うっとおしいと思っていた

けど、戸部君の部活に対する真剣な姿や、傷ついた「私」に

冗談を言って気遣うような姿を見て、戸部君のことを前より

もいい人だと思うようになったと思う。私自身も、戸部君の

おかげで変わることができたんだと思う。 

 

・「日陰もない校庭の隅っこで背中を丸め、黙々とボール磨き

をしている戸部君を見ていたら、なんだか急に自分の考えて

いたことがひどく小さく、くだらないことに思えてきた。」 

①誰も見てなくても、一生懸命やっててすごいな。 

・「やっぱり戸部君って、わけがわからない。」 

 ①戸部君が私を気遣って冗談を言ったの？優しいじゃん。 

 ②戸部君ってやっぱり最初と同じでわけがわからない。 

 →戸部君のことがよくわからないのは、変わらないけど戸部

君って悪いやつじゃないかも。元気付けようとしてくれたの

かな。やり方は不思議だけど…。 

・「二人で顔を見合わせて吹き出した。中学生になってちゃん

と向き合ったことがなかったから気づかなかったけれど、私

より低かったはずの戸部君の背はいつのまにか私よりずっ

と高くなっている。」 

①戸部君は子供っぽいし、何もわかってないと決めつけてい

たけど違ったのかも。 

 ②戸部君って、背、伸びてるなあ。 

 ③大きくなったなあ。 

 ④戸部君って、ちょっといいかも？ 

→見た目だけじゃなくて戸部君って、中身も成長してるのか

も。決めつけてて悪かったな。 

 



終 
 
末 

４ 本時の学習を振り返る。 
本時のまとめ 
 
 
 
 
 

〇 「私」の思いの変化を整
理することができるよう
にするために、同じ描写を
読み比べることでどのよ
うなことが分かったのか
発問し、まとめる。 

全

体 

５
分 

 

同じ描写に注目することで、私の「戸部君」への思いが変化

していることが分かった。 

「私」の戸部君の見方が変わったから戸部君との関係性が変化

した。→私も成長している！ 



第１学年○組 社会科学習指導案 

指導者 ○○○○○ 

 

１ 単元 「南アメリカ州」 

 

２ 単元について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              

《生徒の実態は》 

○ 南アメリカ州と日常生活のつながりについて理解しており、南アメリカ州の地域的特色を、 

それぞれの視点で捉えることができている。              【知識及び技能】 

○ 話し合い活動など授業に積極的に参加する生徒は多いが、資料を活用し、根拠をもとに説明 

できる生徒は少ない。                  【思考力、判断力、表現力等】 

○ 南アメリカ州は日本からも遠いというイメージが強く、南アメリカ州の問題が何か把握でき 

 ていなかったり、その問題が起きている要因を捉えたりしている生徒は少ない。 

                           【学びに向かう力、人間性等】 

《こんな教材で》 

○ 本単元では、アマゾン川流域の森林

の現状を把握し、南アメリカ州の地域

的特色を理解し、南アメリカ州の森林

伐採による環境問題の要因や影響につ

いて学習することができる。また、南

アメリカ州の森林伐採による環境問題

の要因や影響を地域的特色と関連付け

て様々な側面や立場から考えることが

できる。 

○ 熱帯林の破壊に関わる経済発展と環

境保全を学習課題とし、追究すること

は、グローバル化や地域統合が進みつ

つも、様々な課題を抱える現代社会に

おける地域的特色や地球的課題を捉え

ていくうえで大変意義深いと考える。 

《こんな手立てで》 

○ 大まかな地域像を捉え、南アメリカ州 

がもつ「経済発展と環境保全」という

二面性から学習課題を設定し、課題意

識をもたせる。 

○ 南アメリカ州の森林伐採による環境 

問題の要因や影響を地域的特色と関連

付けて様々な側面や立場から考え、説

明できるように、経済発展と環境保全

について班で意見交流を行う。 

○ 南アメリカ州の森林伐採による環境 

問題の要因や影響を地域的特色と関連

付けて様々な側面や立場から考えるこ

とができるように、経済発展と環境保

全の資料を選択し、自分の考えをつく

る場を設定する。 

《こんな生徒の姿を目指します》 

○ 南アメリカ州の自然環境、産業、生活・文化、歴史的背景などの特色について概観し、それぞ 
れの基礎的・基本的な知識を身に付けている。                 【知識及び技能】 
 

○ 南アメリカ州の森林伐採による環境問題の要因や影響を、地域的特色と関連付けて様々な側面 
や立場から考察し、説明することができる。          【思考力、判断力、表現力等】 
 
○ 南アメリカ州の特色に気づき、地域的特色について見通しを持って追究しようとしたり、より 
よい社会の実現に向け南アメリカ州の森林伐採による環境問題に主体的に関わろうとしたりして 
いる。                           【学びに向かう力、人間性等】 



３ 計画（７時間） 

段階 配時 学習活動 評価規準 

導入 

 

１ 〇 南アメリカ州はどのような地域か確認する。 

〇 学習課題を設定する。 

学習課題 

「南アメリカ州の人々は経済発展と環境保全のどち

らを大切にするべきか考えよう。」 

〇 南アメリカ州の特色

に気づき、見通しをも

って課題を考えること

ができる。 

展開 ４ 〇 なぜ、南アメリカ州では経済発展を進めるのか 

調べる。 

〇 なぜ、南アメリカ州では環境保全を進めるのか 

調べる。 

〇 南アメリカ州の経済

発展の現状に関する資

料を適切に分析し、ま

とめることができる。 

〇 アマゾン川流域の森

林の現状に関する資料

を適切に分析し、まと

めることができる。 

終末 ２ 

本時 

（1/2） 

〇 南アメリカ州で進めるべきことは経済発展と環 

境保全のどちらか考える。 

〇 南アメリカ州の特色をまとめる。 

〇 経済発展と環境保全

について、様々な側面

や立場から、自分なり

の考えを書いている。 

 

４ 本時 令和７年１１月１２日（水） 第５校時   １年○組教室      

 

５ 主眼 

 

 

 

６ 展開 

段
階 

学習活動・内容 指導上の留意点・手だて 形態 配時 

導 
入 

１ 前時までの学習を振り返り、課題を 
 設定する。 
（１）経済発展と環境保全について確認す 
   る。 
  ・農地拡大 
  ・輸出のために森林伐採 
  ・鉱産資源の輸送のための開拓 

・地球の肺 
・多種多様な生物 
・気候変動の抑制 
 

（２）本時のめあてを確認する。【①・②】 
 
 
 
本時のめあて 

 
 
 

○ 本時の活動に興味・関心を高める 

ことができるように、これまでの学

習を振り返り、めあてを確認する場

を設定する。 

○ 本時の学習への関心意欲を高め 

るために、写真や資料を提示し、自

分の考えを確認させる。 

 
 

 

全体 ５ 

〇 南アメリカ州の様々な側面や立場から、経済発展と環境保全のどちらを進めるべきかを考え

ることを通して、どちらも両立させることが大切なことに気付くことができるようになる。 

南アメリカ州で進めるべきことは経済発展と環境保全のどちらか考えよう 



展 
 
 
開 

２ 経済発展と環境保全のどちらを進め

るべきか、現段階での自分の判断を「南

アメリカ州の人々」「政府（国）」「日本

人」の立場から記入する。  

（１） 前時までの資料や調べたことを使 

って、判断したことを付箋に書く。   

【⑥】 
南アメリカ州の人々 

・もっと近代化をしてほしい。 

・森林伐採によって、環境が破壊されるのは困る 

・GDPが低いから、経済発展が必要。 

・「地球の肺」と呼ばれるアマゾンを守らないと 

 地球温暖化が進んでしまう。 

政府（国） 

・違法な森林伐採の監視を行い、保護していく。 

・他国への輸出のために、農地拡大をしたい。 

日本人 

・鉄鉱石や鶏肉などを輸入に影響があるのでは。 

・遠すぎて実態がわからない。 

 

３ 経済発展と環境保全のどちらを進め   

 るべきか、意見を出し合う。  【④】 
 ○経済発展を進めたい 

  ・豊かな生活が送れる。 

  ・資源や土地が豊富にある。 

  ・働くところが増えるから。 

 ○環境保全が大切 

  ・豊かな自然を守りたい。 

  ・地球温暖化を防ぎたい。 

  ・資源を大切にした方がいい。 

 

４ 意見交流したことを基に、最終的な 

 自分の考えをつくる。     【⑤】 
 経済発展 

 ・GDPが低く、生活を便利にしたいと思うから。 

 ・森林伐採した土地を利用して鉄鉱石や大豆な 

どが産出され、日本にも多く輸入されている 

から。 

 環境保全 

 ・地球規模で考えると二酸化炭素の増加による 

地球温暖化の影響が大きいから。 

 ・森林伐採が進むと生態系が乱れ、持続可能な 

社会をつくることができないから。 

 どちらも大切なのでは 

 ・経済発展や農地などの確保のためにはある程 

  度の開発は必要だけど、地球温暖化や生態系 

への影響を考えると、森林伐採や輸入を制限 

することも必要だと思う。 

 

 

 

 

○ 意見交換する時に交流しやすく 

するために、付箋に自分の判断のも

ととなる考えを短く書かせる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○ 意見交流をスムーズに促すため 

に、視点や手順を確認してから意見 

交流させる。 

○ 経済発展と環境保全のどちらを 

進めるべきか意見を出させるため

に、様々な立場からの考えがあるこ

とに気づかせる。 

○ 様々な立場の意見を交流させる 

ために、違う立場の人と交流をさせ

る。 

 

○ 経済発展と環境保全のどちらを 

進めるべきか最終的に判断するこ

とができるように、意見交流したこ

とをもとに、最終的な自分の考えを

つくる場を設定する。 

 

個 

人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小 

集 

団 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

個 

人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２０ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１０ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

終 
 
末 

５ 南アメリカ州の単元を通して学んだ 

ことを振り返る。 

 ・他の学習や今後の生活にどのように生かし

ていくか。 

○ 南アメリカ州の地球的課題に主 

体的に関わろうとすることができ

るように、南アメリカ州の単元を通

して学んだことを振り返る。 

個 

人 

 

全 

体 

７ 

 

経済発展と環境保全のどちらも大切にできる方法を考えていくことが大切

である。 



 

第１学年○組 道徳科学習指導案 

指導者 ○○○○○ 

 

１ 単元 「銀色のシャープペンシル」 Ｄ―２２「よりよく生きる喜び」 

 

２ 単元について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 計画（１時間）事前と本時 

段階 配時 学習活動 評価規準 

事前 朝の活動 弱さやずるさに関するアンケートに答える。  

展開 本時 教材「銀色のシャープペンシル」をもとに、

自分の弱さやずるさを乗り越えようとする

にはどうしたらよいかについて話し合う。 

・心の弱さやずるさも誰しもが

もっているとわかり葛藤しな

がらも、なりたい自分に近づく

ためにはどうすればいいか考

えている。 

 

本学級の生徒は、元気がよい学級である。しかしながら、周りを見て行動することができず、

自分勝手な行動や言動がみられる。また、アンケート結果から、自分には、弱いところやずるい

ところがあると思う生徒が○○％だった。なりたい自分に近づきたいと思う反面、心の弱さに負

けてしまう場面がたびたびあるという実態がある。本資料を通して、心の弱さやずるさと良心の

間で葛藤をしながら、なりたい自分に近づき、恥じない生き方をしようとする大切さを考えさせ

たい。 

《こんな教材で》 

〇 私たち人間は、よくないと分かってい

ながら自分の都合の良いように行動した

り、自分が悪いと分かっていながら素直

に謝罪ができなかったりするなど、誰し

も心の中に弱さやずるさをもっている。    

一方で、こうした弱さやずるさに打ち

克って、良心に従ってよりよく生きたい

という願いをもっている。本教材では、

自己の弱さやずるさと向き合うことで、

それに打ち克とうとする強さが自分の中

にあることに気付くことができる。 

〇 本教材は、友人のシャープペンシルを

拾った主人公が、周囲の目を気にして、

自分の物にして使ってしまっていること

を言い出せず、ごまかし続けるが、「疑っ

てごめん。」と自分の非を素直に認め、謝

罪の電話をしてきた友達の行動から、こ

れまでの自分のずるさに向き合い、謝罪

に向けて一歩を踏み出すという物語で、

この時期の生徒にとって共感しやすい内

容である。 

 

 

《こんな手立てで》 

〇 生徒が主体的に課題設定できるよ

うにするために、自分の弱さやずる

さに関するアンケート結果から、本

時学習の方向性を示す。 

 

〇 課題に対する自分の考えを表出で

きるようにするために、３つの場面

（シャープペンシルをとった場面、

家に帰った時の場面、卓也の家に向

かって歩き出した時の場面）の心情

円を視覚的に表し、何に気づいたか

ら変化したのかを考えさせる。 

 

〇 対話活動を通して自分の考えを広

げたり深めたりできるようにするた

めに、卓也の家に歩き出した時の「主

人公（ぼく）は、どんなことを考え

ていたのか。」について考えさせ、自

分の意見や周りの意見と照らしなが

ら、話し合わせる。 

《こんな生徒の姿を目指します》  

○ 心の弱さやずるさと良心の間で葛藤し、なりたい自分に近づくことについて考えることを通し

て、心の弱さやずるさは誰しもがもっていると分かり、葛藤しながらも、なりたい自分に近づき

自分に恥じない生き方をしたいと思えるようにする。 

            



４ 本時 令和７年 １１月 １２日（水） 第５校時   １年○組教室      

 

５ 主眼 

 

 

 

６ 展開 

段
階 

学習活動・内容 指導上の留意点・手だて 形態 配時 

導 
入 

１ 本時の課題を設定する。 
（１）アンケートの結果を見る。 【①】 
  ・弱い自分のこと 
  ・打ち克つために必要なこと 
 
（２）本時のめあてを確認する。    
本時のめあて 
 
 
 

〇 問題解決への意欲を高めるた
めに、身近な事象を取り上げなが
ら課題を設定させる。 

       
 
 

全体 

 

 

 

 

 

 

全体 

３ 
 
 
 
 
 
 
２ 

展 
 
 
開 

２ 教材「銀色のシャープペンシル」を読
み、心の弱さと良心の間で葛藤しながら
もよりよく生きようする喜びの価値を追
求していく。 

 
（１）３つ場面で、心情円を用いて考える。 

【②】 
   ・シャープペンシルをとったとき 
   ・家に帰ったとき 
   ・卓也の電話を受け取ったとき 
 
（２）卓也の家へ歩き出した「ぼく」は、

どんなことを考えていたか。シャーペ
ンをとったときのことと比較しながら
考える。  【③、④、⑥】 

 
 
 

（３）卓也の家に歩き出すことを決意した
理由を考える。【⑤】 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
３ これまでの自分を振り返る。   
 ・類似体験から 
 ・今までの生活を振り返る 

〇 登場人物を確認し、内容を整理
する。 

 
 
 
〇 課題解決までの見通しがもて
るように、心の弱さやずるさと良
心の間で葛藤する場面を心情円
で表し、可視化する。 

 
 
〇 課題への考えを深めるために、
シャープペンシルをとったとき
の主人公（ぼく）が考えたことと
歩き出したときに考えたことを
比較させながら考えさせる。 

 
 
〇 課題解決ができるように、「主
人公のぼくは、何に気づいたから
変化していったのだろうか。」と
発問する。 

 
 
 
 
 
 
 
〇 道徳的価値を追求するために、
なりたい自分に近づくために何
が大切だと思うか考えさせる。 

                    

全体 

 

 

 

 

全体 

 

 

 

 

 

小集団 

 

 

 

 

 

 

小集団 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小集団 

２ 
 
 
 
 
８ 
 
 
 

 
 

１５ 
 
 
 
 
 
 

１０ 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
５ 
 

終 
 
末 

４ 本時の学習を振り返る。     
 
 
 
 
 
５ 教師の説話を聴く。 
 

〇 本時のめあてが達成できるよ
うに、これまでの自分を振り返り
今後どのようにしていくかを問
いかける。 

個人・ 

ペア 

 

 

 

 

全体 

３ 
 
 
 
 
 
２ 

人は心の弱さやずるさと良心の間で葛藤することを理解するとともに、葛藤を乗り越え、自分

に恥じない生き方をしようとする態度を育てる。 

なりたい自分に近づくためには何が大切か考えよう。 

・自分には弱さもずるさもある。 

・自分をかえていきたい。 

・弱い自分を乗り越えていきたい。 

・自分のことしか頭になかった（心の弱さ） 

・嘘をついてしまい恥ずかしい（心のずるさ） 

・正直に話そう（心の弱さやずるさを乗り越える） 

・卓也を見習いたい（自分に恥じない生き方） 



第２学年○組 外国語科学習指導案 

指導者 ○○○○○ 

 

１ 単元 Our Project4 「海外でヒットするラーメンの CMを作ろう」 

 

２ 単元について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《生徒の実態は》 

○ 既習事項の文法の定着があまりできておらず、場面によって文法を使うことができない。 

○ 視覚情報をもとに話の内容を理解することができるが、それに対して即興で質問やコメント 

をすることができない。                       【知識及び技能】 

○ 友達からのアドバイスをもとに、自分たちの発表原稿の再構成をすることができない。 

【思考力、判断力、表現力等】 

○ 友達が作った作品に興味をもって聞くことはできるが、それを参考に再構成することができ 

ない。                         【学びに向かう力、人間性等】 

《こんな教材で》 

○  本単元では、聞き手を引き付け

る表現や、簡単な表現を使い、ラ

ーメンの魅力を伝える単元であ

る。今回は、外国人に人気のある

日本食である、ラーメンとすしの

魅力を伝える活動を通して、相手

意識をもち、分かりやすい表現を

使って伝え合うことができる。 

○  本単元の最終目標は、「自分が

担当する食べ物の PR バトルに勝

つこと。」である。PR バトルに勝

つためには、聞き手の興味を引き

付けるように工夫したり、聞き手

に伝わるような表現を使ったり

する必要がある。また、PR 文を

よりよくするために、質問やコメ

ントをしたり、アセスメントカー

ドを使って評価しあったりする

活動を通して、よりよい PR 文に

なるように再構成できるように

する。 

《こんな手立てで》 

○  生徒が主体的に課題設定できるように

するために、生徒の身近な食べ物である

ラーメンとすしについてPRバトルをする

活動を行う。 

○  課題解決のヒントを確認することがで

きるようにするために、JTEと ALTの PR

動画を生徒たちに提示する。そして、課

題に対する自分の考えを表出できるよう

にするために、各チームの PRを聞き、ア

セスメントカードを作成し、改善点を見

つけることができるようにする。 

○  対話活動を通して自分の考えを広げた

り深めたりできるようにするために、他

のグループの PRを聞き、アセスメントカ

ードを作成し、自分の PR文の再構成をす

るための参考にする。また、PRのどこが

よかったかを話し合い、どのグループに

投票するか班活動で、検討させる。 

《こんな生徒の姿を目指します》 

○ PROGRAM1～PROGRAM5の文法事項を理解し、正しく使うことができる。 

○ 視覚情報を使って話される内容を聞いて、理解することができる。 

○ 友達の発表を聞いて、即興で質問やコメントができる。 

○ 導入・展開・まとめを意識して、まとまりのある内容で発表することができる。 

【知識及び技能】 

○ 既習事項を活用し、アセスメントカードをもとに、自分たちの発表原稿の構成を見直し、校正

することができる。                    【思考力、判断力、表現力等】 

○ ほかのグループの PRに関心をもち、表現や言い方、資料の使い方を自分たちの PRの参考にす

ることができる。                     【学びに向かう力、人間性等】 

          



３ 計画（４時間） 

段階 配時 学習活動 評価規準 

導入 

 

１ 〇 単元の見通しをもつ。 

〇 PR する食べ物の PR ポイントを整理する。 

〇 設定した学習課題を

主体的に追求しようと

している。 

１ 〇 PR 文を作成する。 

〇 PR の練習を行う。 

 

 

〇 自グループの生徒と

協力して、前時で見つ

けた PR ポイントを伝

える PR 文を作ること

ができる。 

展開 １ 

本時 

〇 違う食べ物チームに PR を行う。 

〇 違う食べ物チームの PR を聞き、アセスメント

カードを作成する。 

〇 もらったアセスメントカードをもとに、改善点

を確認し、自分たちの PR 文の再構成を行う。 

〇 聞き手の興味をひく

ような工夫をしたり、

簡単な表現で伝えたり

することができる。 

終末 １ 〇 再構成した PR を行う。 

〇 クラスのベスト PR を決める。 

〇 単元の学習を振り返

り、自分の学習を評価

することができる。 

 

４ 本時 令和７年１１月１２日（水） 第５校時   ２年○組教室 

 

５ 主眼 

   〇 食べ物を PR する活動を通して、聞き手を意識し、聞き手の興味を引くような工夫をするこ

とができるようになる。 

   〇 食べ物の PR を聞く活動を通して、即興でコメントや質問ができるようになる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



６ 展開 

段
階 

学習活動・内容 指導上の留意点・手だて 形態 配時 

導 
入 

１ 本時の課題を設定する。 
（１） JTEと ALTによる動画を観る。【②】 
 ・PR 文を聞いて、アセスメントカード

を書く。 
 ・自分たちの PR文との違い     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）本時のめあてを確認する。 【①】 
 
 
 
 
 

 
〇 PR を聞くときの視点をもつため
に、JTE と ALT の PR を聞いて、ア
セスメントカードを書く。 

〇 改善点の具体例に気づくことが
できるようにするために、自分たち
の PRと JTEの PRを比較し、どんな
点が異なるか発問する。 

 

 

全体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体 

 

６分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２分 

展 
 
 
開 

２ 自分たちの PR文を改善する。 
（１） PRをする。        【③】 
 ・違う食べ物チームに PR活動をする。 
 ・PRを聞いたチームはアセスメント 

カードを書く。 
 ・PRを聞いたチームは、質問したり、

感想を伝えたりする。 
 
 
（２） PRの改善をする。   【④】【⑥】 
・どの視点を改善するか。 

 ・どのように改善するか。 
 
 
 
 
 
 
 
（３） 改善した PRを実行する。  【⑤】 
 ・改善点を確認し、リハーサルをする。 

 
 
〇 聞き手の反応を知り、再構成する
ために、違う食べ物チームに PRを
させる。 

〇 よりよい PR活動にするために、
聞き手はコメントや質問をするよ
うに言う。 

 
〇 よりよい PRになるように、アセ
スメントカードをもとに PR文を改
善するように伝える。 

〇 聞き手の反応を取り入れた PR文
にするために、アセスメントカード
をもとに PR文を再構築する。 

 
 
 
 
〇 PRが完成できるようにするため
に、各グループの進捗状況を教師が
確認し、アドバイスを行う。 

 

 

小集団 

 

 

 

 

 

 

 

全体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小集団 

 

 

１６

分 

 

 

 

 

 

 

１１

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０

分 

終 
 
末 

３ 本時の学習を振り返る。 
（１） 振り返りを記述する。 
・PR の変容と自分の変容について振り
返りを書く。 

 
 
 
 
 
 

 
〇 具体的に振り返りをすることが
できるようにするために、アセスメ
ントカードの視点をもとに振り返
りをするように伝える。 

 

個人 

 

５分 

 

 

Today’s Goal 

自分が担当する食べ物の PR バトルで勝てるように、PR 文を見直そう。 

みんなが分かるように、難しい単語を使わないようにした。 

聞く人の興味をひくために問いかけをすることができた。 

例 

・聞き手を引き付けるように、クイズ

を入れたい。 

・難しい単語を簡単に言いかえたい。 

How to tell (伝え方) 

① 正しい発音で伝えることができてい
る。 

② 声の大きさを意識したりジェスチャ
ーを使ったりしている。 

Content (内容) 

③ 聞き手をひきつける工夫がある。 

（問いかけ、クイズ、興味をひくフ
レーズなど） 

④ PRするものの特徴や魅力を詳しく説
明している。 

⑤ 今までに学習した単語や文法が使わ
れている。 



第２学年○組 技術・家庭科（技術分野）学習指導案 

指導者 ○○○○○ 

 

１ 題材 「防災ダイナモＬＥＤライトの製作」 

 

２ 題材について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 計画（１２時間） 

段階 配時 学習活動 評価規準 

導入 
 

２ 〇 電気回路の基礎的な知識の学習をする。 電気用図記号や基礎的な回
路の仕組みが理解できる。 

展開 ９ 
（ 本 時
２／９） 

〇 防災ダイナモＬＥＤライトの設計･製作･点検
をする。 
 

電子基板に安全かつ適切に配
線やはんだづけができている。 

終末 １ 〇 防災ダイナモＬＥＤライトを評価する。 安全性、機能性、耐久性の視点
を根拠に評価できる。 

 

            

《こんな教材で》 

〇 本題材では、防災ダイナモＬＥＤラ

イトの製作を通して、基礎的な電気回

路の構成について理解し、はんだづけ

作業の技能や回路を安全かつ適切に

改善・修正する能力を養うことができ

る。 

 

〇 昨今、日本では災害が多く、振動を

感知して点灯できるライトは、非常事

態の際でも活用することができると

ともに、ライトの製作を取り入れるこ

とで、生徒に満足感や成就感を味わわ

せることができるので価値のある題

材である。 

《こんな手立てで》 

○ 生徒が主体的に課題設定できるよう

にするために、見本のはんだづけと自

分のはんだづけの違いから改善策を考

える活動を行う。 

 

○ 課題に対する自分の考えを表出でき

るようにするために、３つの視点（安

全性、機能性、耐久性）ではんだづけ

を評価して、改善すべき点を明らかに

する。 

 

○ 対話活動を通して自分の考えを広げ

たり深めたりできるようにするため

に、見出した改善策をもとに、はんだ

づけを実践する場を設定する。 

 

《こんな生徒の姿を目指します》  

〇 安全を踏まえた製品の組立てや調整、電気回路の配線といったエネルギー変換に関わる基礎的
な技術の理解とそれに係る技能を身につけることができる。        【知識及び技能】 

○ 問題を見いだして課題を設定し、エネルギー変換に関わる製品の製作の過程で、製品の改善及
び修正について根拠を明らかにして考えることができる。   【思考力、判断力、表現力等】 

○ 持続可能な社会の構築に向けて、エネルギー変換の技術に関わる倫理観や他者と協働して粘り
強く物事を前に進めようすることができる。         【学びに向かう力、人間性等】 

《生徒の実態は》 

○ 電気回路の基礎的な技術の仕組み及び保守点検の必要性などを理解している生徒は少ない。                  

【知識及び技能】 

○ 実際に電気回路を構想や設計・製作した生徒は少なく、安全かつ適切に目的の機能を果たす製

品となるように適切に検査・点検をし、製品の改善及び修正ができる生徒は少ない。 

 【思考力、判断力、表現力等】 

○ ものづくりが好きな生徒が多く、意欲的に他者と協力して作業をしようとする姿が見られる。 

【学びに向かう力、人間性等】 



４ 本時 令和７年１１月１２日（水） 第５校時 金工室      

 

５ 主眼 

 

 

６ 展開 

段
階 

学習活動・内容 指導上の留意点・手だて 形態 配時 

導 
入 

１ 本時の課題を設定する。 
（１）見本のはんだづけを確認する。 
  ・ショート回路になっていない 
  ・部品がしっかり固定されている。 
  ・はんだの形状が山なりになる 
（２）はんだづけを評価する視点を考える。 

・ショートしていない（安全性） 
・基板に電気が通る（機能性） 
・見た目がいい、壊れない（耐久性） 

（３）本時のめあてを確認する。【①,②】 
本時のめあて 
 
 

〇 見本となるはんだづけの画像と
自分がはんだづけした基板を見比
べさせて、課題を解決しようとする
意識をもたせる。 

発問 
「見本と比べて自分のはどうかな？」 
 
「どんな視点で評価したらいいと思
う？」 
 
 
 

全体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 
 
 
 
 
 
 

展 
 
 
開 

２ はんだづけを評価する活動を通して、
手順や要領について改善策を探る。 

（１）はんだづけを評価する。 
 ・隣と短絡していないこと（安全性） 
・通電すること（機能性） 

 ・部品をしっかり固定すること（耐久性） 
 
（２）手順や要領について、改善策を考える。

【③,④】 
 ・隣と短絡している 
  →はんだのつけすぎやリード線の切

り残しがあるので、はんだを適量つ
けることやリード線をしっかり切
るようにする。 

 ・通電していない 
  →はんだが十分に溶けていないので、

こて先やはんだ線を溶かすタイミ
ングを考える。 

 ・部品がしっかり固定できていない 
→電子部品が基板から少し浮いた状
態で固定しているので、電子部品を
差し込んだ後に、リード線をしっか
り折り曲げて固定する。 

 
３ 改善策をもとに練習用基板にはんだ
づけを行う。【⑥】 
（１人最大４分） 

・はんだを多く溶かさないように少しずつ溶かす 
・３～５秒間ではんだごてではんだを溶かす 

〇 前時で作成した練習用基板のは
んだづけを評価する。（〇△×で書く） 

〇 通電しているかを点検するため
に、テスタを使用する。 

〇 課題に対する考えを表出するた
めに、安全性・機能性・耐久性の面
で評価して、その理由を明らかにす
る。 

〇 ほかの人と意見を共有するため
に、タブレットを使用する。 

〇 根拠を明らかにするために、評価
した理由から改善策を考える。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
〇 自分の考えを深めるために、うま
くいっている人や同じような失敗
をした人と対話する。 

〇 改善策を自己決定し、実践するた
めに、小集団で考えた改善策を黒板
に掲示しておく。 

〇 改善策を活かせているかを確認
するために、お互いのはんだづけを
評価する。 

 

ペア 

 

 

 

 

 

個人 

↓ 

小集団 

↓ 

全体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小集団 

 

 

ペア 

 

 
10 
 
 
 
 
 

15 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

10 
 

終 
 
 
末 

４ 本時の学習を振り返る。【⑤】 
 ・決められた時間でしっかりはんだを溶かす 
 ・はんだを多く溶かしすぎない 
 ・部品が基板から浮かないようにする 
本時のまとめ 
 
 
 
 

〇 今日の作業の振り返りをする。 
〇 はんだづけが実際にどのように
行われているのかを知るために、工
場で多量にはんだづけをしている
映像を見る。 

個人 

↓ 

全体 

 

５ 
 
 
 
 
 
 

はんだづけを３つの視点（安全性、機能性、耐久性）で評価する活動を通して、はんだづけの

改善点を明らかにし、手順や要領について根拠をもとに、改善策を見出すことができるようにす

る。 

 

安全性、機能性、耐久性を高める改善策を考えよう。 

安全性、機能性、耐久性を高めるためには、はんだづけの一つ一つの作業に意

味があり、はんだの量やこて先をはなすタイミングなどの手順や要領を守って

行うことが大切。 

評価 

×通電していな

い（機能性） 

 

〇部品がしっか

り固定されてい

る（耐久性） 

評価した理由 

はんだが溶け

ていない 

 

 

はんだが基板

にしっかり溶

けている 

改善策（方法） 

こて先をはなすタ

イミングを考える 

 

 

はんだがしっかり

溶けてから、こて

先をはなす 



第２学年○組 社会科学習指導案 

指導者 ○○○○○ 

 

１ 単元 「近世の日本と世界」 

 

２ 単元について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《生徒の実態は》 

〇 本学級の生徒は資料から情報を読み取ることができるが、苦手意識を持っている生徒も数名

いる。また、小学校や中学校１年生の学習内容が定着している生徒が少ない。【知識及び技能】 

○ 本学級の生徒は、自分の考えをつくったり物事を判断したりすることができる生徒が多い。

しかし、文章化することや相手に伝わりやすいように伝えることができる生徒が少ない。 

【思考力、判断力、表現力等】 

○ 本学級の生徒は、概ね授業に集中することができている。また、積極的に取り組むことがで

きている生徒が多い。しかし、対話活動が意見の交換だけにとどまってしまい、他の人の意見

を基に自分の考えを広げたり深めたりすることができている生徒が少ない。 

【学びに向かう力、人間性等】 

《こんな教材で》 

○ 本教材では、江戸幕府の成立、民衆

の生活の様子、栄えた文化、幕府政治

の改革などを学ぶことができる。幕府

政治の改革では、徳川吉宗・田沼意

次・松平定信の３人の政治について学

習する。この３人の政治を様々な立場

に立って、３人のうち誰を支持するの

かについて考えることで、物事を多面

的多角的にとらえることができるよ

うになる。 

○ 本教材は、江戸幕府や諸藩が財政難

に陥っていたり飢饉が起こったりし

ている時期に政治を行った３人の政

治改革について学ぶことができる。

様々な立場に立って３人の政治改革

を比較することによって、多面的・多

角的に思考することができるように

なると考える。 

《こんな手立てで》 

○ 生徒が主体的に課題設定できるよう

にするために、単元の始まりの時間に

単元の流れや単元の終わりの活動の内

容を共有することによって、何を学ぶ

のか、どのように学ぶのかをイメージ

させる。 

○ 課題に対する自分の考えを表出でき

るようにするために、前時に３人の政

治改革についてそれぞれの特徴を学習

する場を設定する。 

○ 対話活動を通して自分の考えを広げ

たり深めたりできるようにするため

に、生徒を「武士」「町人」「農民」の

立場に割り振り、与えられた立場にな

って考えをつくることができるように

する。また、対話活動を行う相手を生

徒に決めさせることによって、必要な

情報を自分で選択し集めることができ

るようにする。 

《こんな生徒の姿を目指します》 

○ 江戸幕府の政治改革と農村の変化について基本的な知識を身につけるとともに、資料から正確

に情報を読み取ることができる。                    【知識及び技能】 

○ 政治改革や農村の変化について、様々な資料をもとに多面的・多角的に考察し、自分の言葉で

表現することができる。                  【思考力、判断力、表現力等】 

○ 江戸幕府の政治改革と農村の変化に関わる諸事象について、そこで見られる課題を主体的に追

究、解決しようとしている。                【学びに向かう力、人間性等】 



３ 計画（６時間） 

段階 配時 学習活動 評価規準 

導入 

 

１ ○ 単元を貫く課題を設定する。 

 「江戸時代後期の幕府や社会の動きについて説明

しよう。」 

 

○ 徳川吉宗・田沼意次・松平定信の幕府政治の改

革について調べる。 

〇 設定した学習課題を

主体的に追求しようと

している。 

 

〇 ３人の幕府政治の改

革について調べ、まと

めている。 

展開 １ 

 

 

１ 

本時 

 

 

１ 

 

 

１ 

○ 徳川吉宗・田沼意次・松平定信の幕府政治の改

革について確認する。 

 

○ 徳川吉宗・田沼意次・松平定信の中から支持す

る人物を決め、理由とともに説明する。 

 

 

○ 農村の変化と民衆の動きについて確認する。 

 

 

○ 江戸時代後期の学問と文化について確認する。 

〇 ３人の幕府政治の改

革について理解してい

る。 

〇 ３人の政治改革につ

いて比較し、支持する

人物を理由とともに説

明している。 

〇 江戸時代後半の社会

の変化について理解し

ている。 

〇 江戸時代後期に発達

した学問と文化につい

て理解している。 

終末 １ ○ 江戸時代後期の幕府や社会の動きについて紹介

する発表ノートを作成する。 

〇 単元全体の学習を基

に、江戸時代後期の特

徴について表現してい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４ 本時 令和７年１１月１２日（水） 第５校時    ２年○組教室     

 

５ 主眼 

 

 

６ 展開 

段
階 学習活動・内容 指導上の留意点・手だて 形態 

配
時 

導
入 

１ 本時の課題を設定する。 
（１）前時の学習内容を想起する。 
 
（２）めあてを確認する。    【①】 
本時のめあて 
 
 
 
（３）評価基準を確認する。   【②】 

〇 問題解決への意欲を喚起したり
課題意識をもったりすることがで
きるように、３人の政治について触
れ、三者三様であることを確認させ
る。 

 
 
 
〇 生徒が主体的に学びに向かうこ
とができるように、評価基準につい
て説明する。 

全体 ５ 

展
開 

２ ３人の中で誰を支持するのかについ
て、自分に割り振られた立場になり考え
をつくる。          【③】 

［武士］ 
 ●松平定信を支持する。 
・棄捐令によって借金を帳消しにした 
・倹約令により幕府の財政を引き締めた 

［町人］ 
 ●田沼意次を支持する。 
 ・株仲間を認めたことで商業を自由にす

ることができた 
 ・商業や金融を重視する政策が多かった 
［農民］ 
 ●徳川吉宗を支持する。 
 ・目安箱の設置により庶民の意見を取り

入れた政治を行った 
 ・貧しい庶民のために養生所を設置した 
 
３ 誰を支持するのかについて、自分の考
えを深める。 
（１）支持する理由について、友達と交

流する。      【④】・【⑥】 
 
 
 
 
 （２）友達との交流で得た考えを基に、

誰を支持するのかについて自分の
考えを再構成し、本時の学習のまと
めを行う。        【⑤】 

・徳川吉宗を支持する。理由は、農民
の負担は増加してしまったが、上米
の制などを導入することで江戸幕
府を支えていた大名達の負担を少
しでも減らそうとしているから。 

 

 
 
〇 様々な立場になって考えをつく
りやすくするために、３人の政策に
ついて簡単に復習をする。 

 
〇 様々な立場から物事を見ること
ができるように、「武士」「町人」「農
民」の立場に振り分け、与えられた
立場の意見を考える。 

 
 
 
 
 
 
 
 
〇 主体的に対話活動に取り組むこ
とができるように、話す相手を自分
たちで決めさせる。 

〇 様々な立場の人の意見を知るこ
とができるように、自分に割り当て
られた立場以外の人とも意見交換
するように促す。 

 
〇 自分の考えをつくることができ
るように、立場を割り振ることはせ
ずに自由に思考させる。 

 
 

個人 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小集団 

 
 
10 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
30 

終
末 

４ 本時の学習を振り返る。 〇 単元末の活動に活用できる情報
を増やすために、本時の学習内容や
活動の中で気づいたことについて
振り返る時間を設ける。 

個人 ５ 

 

３人の中から支持する人物を理由も含めて決めるという活動を通して、当時の政治改革につい

て多面的・多角的にとらえることができるようにする。 

３人のうち誰を支持するのか理由とともに説明しよう。 



第２学年○組 保健体育科学習指導案 

指導者 ○○○○○ 

 

１ 単元 「傷害の防止（交通事故などによる傷害の防止）」 

 

２ 単元について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            

《生徒の実態は》 

○  傷害の発生の要因について理解できる生徒は多いが、防止するための具体的な行動について 

説明したり、記述したりできる生徒は少ない。               【知識及び技能】 

○  傷害の防止について、危険の予測やその回避方法について考えることができる生徒が多い。 

しかし、班やペアで自分の考えを伝え、深めることを苦手とする生徒が多い。  

【思考力、判断力、表現力等】 

○  体育分野だけでなく、保健分野においても真面目に取り組むことができる。傷害の防止につ 

いて、身近なことと捉え学習することができる生徒が多い。  【学びに向かう力、人間性等】 

《こんな教材で》 

○ 本教材は、傷害の発生にはさまざま 

な原因があることを知り、具体的な事

例を通して、発生要因についての理解

を深めるとともに、どのような対策を

とればよいかを考えさせることをね

らいとしている。また、傷害を防止す

るためには、人的要因や環境要因に関

わる危険を予測し、それぞれの要因に

対して適切な対処を行うことが必要

であることを理解させることができ

る。 

 

○ 傷害の発生には様々な要因があり、 

それらに対する適切な対策によって

傷害の多くは防止できる。交通事故の

多い中学生の時期に傷害の防止につ

いての理解と危険予測やその回避方

法等を考え表現させることは、傷害を

防止するための実践力を身に付ける

ことができる。 

 

 

 

《こんな手立てで》 

〇 生徒が主体的に課題設定できるよ 

うにするために、中学生の交通事故は 

自転車乗用中が多いことを示し、実体 

験と結び付け何を学ぶのか、どのよう 

に学ぶのかをイメージさせる。 

 

〇 課題に対する自分の考えを表出でき 

るようにするために、危険予測の DVD 

の事例を参考に危険予測させ、さらに 

自分の実体験と結び付けさせる。 

 

〇 対話活動を通して自分の考えを広げ

たり深めたりできるようにするため

に、危険予測を考え、班で意見の交流

を行い、全体で発表する場面を設定す

る。その後、自転車乗用中の事故を起

こさないためにはどう行動すればよい

か考えさせ、日頃の自転車の乗り方を

振り返り全体で共有させる。 

《こんな生徒の姿を目指します》  

○ 交通事故による傷害の多くは、安全な行動、環境の改善によって防止できることを理解している。                                               

【知識及び技能】 

○ 傷害の防止について、危険の予測やその回避の方法を考え、それらを表現することができる。 

               【思考力、判断力、表現力等】 

○ 傷害の防止について関心をもち、課題の解決に向けて学習活動に積極的に取り組もうとしている。 

                   【学びに向かう力、人間性等】 



３ 計画（７時間） 

段階 配時 学習活動 評価規準 

導入 

１ 〇 傷害の原因と防止について考える。 

 

  

○ 傷害の原因に人的要因 

と環境要因が関係してい

ることを理解している。 

 

 

 

展開 

１ 

本時 

 

 

１ 

 

 

 

１ 

 

１ 

 

〇 交通事故の現状と原因ついて考える。 

 

 

 

〇 交通事故の防止ついて考える。 

 

 

 

〇 犯罪被害の防止ついて考える。  

 

〇 自然災害への備えについて考える。 

 

〇 交通事故の危険を予測 

し、回避する方法を身に 

付けている。 

 

〇 交通事故を回避するた 

めの三つの要因を理解 

している。 

 

〇 犯罪被害を防止するため

の方法を理解している。  

〇 自然災害時にどのような

行動が大切か表現するこ

とができる 

終末 

２ 〇 応急手当の意義と基本について考える ○ 応急手当の意義につい

て理解し、行動することが

できる。 

 

４ 本時 令和 ７年１１月１２日（水） 第５校時   ２年○組教室      

 

５ 主眼 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 自転車事故を防ぐために、交通事故の危険を予測し回避する方法について考え、具体的な方

法を説明することができるようにする。 

 

 



 

６ 展開 

段階 学習活動・内容 指導上の留意点・手だて 形態 配時 

導入 

１ 本時の課題を設定する。 

（１） 自転車乗用中の事故が多いこ

とを理解する。 

（２） 自転車乗用中に感じた危険を

発表する。 

 

（３） 本時のめあてを確認する。 

              【①】 

 

 

本時のめあて 

〇 グラフを確認しながら、中学生の

自転車乗用中の事故の多さを実感

させる。 

〇 自転車乗用中の事故を身近なも

のと捉えるため、生徒たちの実体験

を出させる。 

〇 問題解決への意欲を喚起したり、

課題意識をもったりすることがで

きるように、実体験をもとに、課題

をつかませる。 

全体 

 

 

 

 

 

 

 

１０ 

 

 

 

 

 

 

 

展開 

２ 自分の考えをつくる。【③】【⑥】 

（１） 福島中学校区で起こりうる 

自転車乗用中の自転車事故の危

険予測と危険回避について考え

る。 

 ・校区内の危険な場所や危険と思 

う場所 

 ・校区内の危険な場所で回避する 

方法 

 

３ 自分の考えを再構築する。 

（１） 福島中学校区で起こりうる自

転車乗用中の事故の危険予測と

危険回避について、他者と交流

する。         【④】 

（２） 福島中学校区で起こりうる自

転車乗用中の自転車事故の危険

予測と危険回避について、自分の

考えを再構築する。  【②】【⑤】 

 

 

〇 被害者視点と加害者視点どちら

かで考えるか選択させ①危険予測

（どこで、どのような事故が起こり

うるか）、②危険回避（起こらない

ためには）について福島中学区マッ

プに付箋をはり整理させる。 

 

 

 

〇 拡大マップに個人や班で起こり

うる危険予測、危険回避方法を整理

させる。 

 

〇 様々な場面での危険予測やその

ための危険回避がイメージできる

ようにDVDをタブレットで視聴で

きるようにする。 

 

 

 

個人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小集団 

 

 

 

１０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０ 

 

 

終末 

４ 本時の学習を振り返る。 

（１） 自転車乗用中の事故を起こ 

さないためにはどうしたら良い

か考え学習プリントにまとめ発

表する。 

 

 

 

 

（２） 次時の学習内容を確認する。 

・環境要因 

・車両要因 

 

〇 他者の意見を聞き、内容を深めさ

せ、まとめにつなげる場を設定す

る。 

 

 

 

 

 

 

〇 交通事故の原因の一つ、人的要因

について考えたが、その他の要因に

ついて発問を行い、次時につながる

場を設定する。 

個人 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

自転車乗用中に起こりうる危険を予測し、回避する方法を考えよう。 

まとめ 
交通ルールを守り、安全な運転を行い、危険を予測しながら運転する
ことが大切である。 



第３学年○組 音楽科学習指導案 

指導者 ○○○○○ 

 

１ 題材 器楽「アルトリコーダー」 

２ 題材について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 計画（４時間） 

段階 配時 学習活動 評価規準 

導入 

１ ○ リコーダーアンサンブルや「ふるさと」

に関心をもち、「ふるさと」の２つの声部

の役割を確認し、自分のパートを決める。 

○ 「ふるさと」の２つの声部の役割

を確認し、単元の見通しをもつこと

ができる。 

 

展開 

１ 

 

 

１ 

本時 

○ 自分が担当するパートを、反復して練

習する。 

 

○ チェックシートをもとに、より良い演

奏になるように話し合い、班で練習する。 

○ 自分が担当するパートを正しい運

指とリズムで演奏することができ

る。 

○ 器楽表現を創意工夫し、全体の響

きを聴きながら、班で合わせて演奏

することができる。 

終末 
１ ○ クラスで「ふるさと」の発表会を行い、

ベスト演奏を決める 

○ 自他の演奏を評価し、単元の学習

を振り返ることができる。 

            

《こんな教材で》 

○ 「ふるさと」は日本の代表的な唱歌

であり、多くの生徒が既に知っている

ため、親しみやすく導入しやすい楽曲

である。 

○ ハーモニーの美しさを体験できる

二重奏で演奏することで、主旋律と副

旋律の役割を理解しながら、全体の響

きのバランスを考えて演奏すること

ができる。また、歌唱のフレージング

や歌詞のニュアンスに対応していて、

レガート奏法やポルタート奏法など、

アーティキュレーションの工夫がし

やすいため、主体的・協働的に音楽活

動をすることができる。 

《こんな手立てで》 

○ 生徒が主体的に課題設定できるよう

にするために、馴染みのある「ふるさと」

の二重奏を扱い、最後はクラスで演奏会

をすることを単元のゴールに設定する。 

○ 息の合った演奏に必要な要素を確認

できるように、まず息の合っていない演

奏と息の合っている演奏を聴き比べる

場を設ける。また２つの演奏のズレから

課題解決ができるように、自分たちの演

奏と比較する活動を行う。 

○ 対話活動を促すために、自分たちの演

奏動画やチェックシートをもとに改善

点を話し合う活動を行う。また、他グル

ープの息の合った演奏を聴けるように

する。 

《こんな生徒の姿を目指します》 

○ 楽器の音色や響きと奏法との関わりについて理解し、全体の響きを聴きながら班で合わせて演

奏する技能を身に付け、アルトリコーダーで表現することができる。   【知識及び技能】 

○ 音色、旋律、テクスチュアを知覚し、それらの働きが生み出す特質や雰囲気を感受しながら、 

知覚したことと感受したこととの関わりについて考え、器楽表現を創意工夫することができる。 

【思考力、判断力、表現力等】 

○ 自グループの演奏をよりよくするために、自グループの生徒と対話し、協力しながら課題解決 

を図ろうとしている。                  【学びに向かう力、人間性等】 

《生徒の実態は》 

○ 楽器の音色や響きと奏法との関わりについて理解しているが、全体の響きを聴きながら班で 

合わせて演奏したり、アルトリコーダーで表現したりできる生徒が少ない。 【知識及び技能】 

○ 音色、旋律、テクスチュアを知覚し、それらの働きが生み出す特質や雰囲気を感受することは

できるが、知覚したことと感受したこととの関わりについて考えたことを創意工夫し、器楽で表

現することができる生徒が少ない。              【思考力、判断力、表現力等】 

○ 自グループの演奏をより良くするために主体的に課題解決を図ろうとするが、他者と話し合い

ながらより良い考えを形成したり、教え合ったりしようとする生徒が少ない。 

【学びに向かう力、人間性等】 



４ 本時 令和７年１１月１２日（水） 第５校時   音楽室 A      

 

５ 主眼 

 

 

 

６ 展開 

段
階 

学習活動・内容 指導上の留意点・手だて 形態 配時 

導 
 
入 

１ ２つの演奏の違いから本時の課題を 

設定する。 

（１）息の合っていない演奏と息の合った

演奏を聴き比べ、違いを考える。【②】 

  

 

 

 

（２）本時のめあてを確認する。【①】 

本時のめあて 

 

 

 

 

 

〇 息の合った演奏に必要な要素

に気づくことができるようにす

るために、２つの演奏を比較さ

せ、どのような点が異なるのか発

問する。 

       

 

 

全体 

 

 

１０ 

展 
 
 
開 

２ 息の合った演奏になるように練習する。 

（１）前時の学習内容を想起する。 

 ・「ふるさと」で使用する運指 

 ・特に難しい小節の練習 

 

（２）改善する箇所を、チェックシートを

用いて確認する。【③ ④ ⑥】 

 ・前時の演奏動画の視聴 

（３）改善するポイントを確認し、練習 

する。 

 ・出だしのタイミング 

 ・強弱 

 ・ブレスの位置 

 ・タンギング 

 ・伸ばす拍数の確認 

 ・アーティキュレーション 

 

３ 「ふるさと」のアンサンブルを仕上げる。 

 ・「ふるさと」の演奏を撮影 

 

〇 つまずきやすい箇所を滑らか

な運指で演奏できるように、小節

を絞って練習する。 

 

〇 改善点を明確にできるように、

チェックシートを用いて練習す

る活動を行う。 

〇 改善を行いやすいように、易し

いものからチェックするように

声かけを行う。 

〇 活動が停滞しているグループ

には、改善のための具体例を提示

し、選択できるようにする。 

 

 

 

○ 練習し改善した箇所を把握で

きるように、動画を撮影する場を

設定する。 

○ 音が入らないよう、隣の教室で

撮影を行う。 

 

全体 

 

 
 

小集団 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小集団 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

２０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０ 

終 
 
末 

４ 本時の学習を振り返る。【⑤】 

（１）撮影した動画を観る。 

 ・前時の動画と本時に撮影した動画の 

比較 

 

 

（２）振り返りを記述する。 

 ・演奏内容の変容を確認 

 ・次回改善する点を把握 

 

○ 学びの変容を実感することが

できるように、前時の動画と本時

に撮影した動画を聴き比べる場

を設ける。 

 

○ 学んだことを整理し、次時への

意欲を高めることができるよう

に、振り返りシートに記入し、次

時の内容を伝える。 

 

小集団 

 

 

 

 

個人 

 

３ 

 

 

 

 

２ 

 

〇 チェックシートを用いて改善点を明らかにした練習を通して、全体の響きを聴きながら他者

と合わせて演奏することができるようになる。 

班で息の合った演奏に近づけよう。 



第３学年○組 国語科学習指導案 

指導者 ○○○○○ 

１ 単元 「わたしを束ねないで」 

 

２ 単元について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 計画（３時間） 

段階 配時 学習活動 評価規準 

導入 

 

１ 〇 詩を朗読して初発の感想を書き、

単元計画を立てる。 

〇 リズムや抑揚を意識しながら朗読することが

できる。 

〇 初発の感想を書き、主体的に単元計画を立て

ることができる。 

展開 １ 

本時 

〇 作者が作品に込めたメッセージを

明らかにする。【本時】 

〇 作者のメッセージを自分の言葉でまとめ、そ

れに対する自分の考えを書ける。 

終末 １ 〇 オリジナルの「わたしを○○ない

で」を作成する。 

〇 詩の形式を守りながら、比喩や象徴的表現な

どの学習した技法を生かして創作している。 

            

《生徒の実態は》 

〇 比喩や象徴的表現の存在には気付けるが、その意味や効果の理解には課題がある。  【知識及び技能】 

○ 詩の表現を通じて作者の思いや願いを考え、自分なりに解釈することが苦手な生徒がいる。 

【思考力、判断力、表現力等】 

○ 協働的に学習を進めようとする姿勢は見られるが、議論が深まらず表面的に終わることがある。 

【学びに向かう力、人間性等】 

《こんな教材で》 

〇 この詩は、作者の女性としての生きづ

らさや社会からの役割の押し付けに対

する抵抗を、身近な素材や鮮やかな比喩

を通して表現した現代詩である。この時

期に学習することで、中学生の自己を確

立し、進路や人間関係の中で「自分らし

さ」を模索する姿と重ねやすく、社会や

周囲からの「束ね」や「名付け」にどう

向き合うかを考え、自分の「わたし」を

見つめ直すことができる。 

 

〇 詩の形式や繰り返しを手掛かりに、生

徒自身の「わたしを束ねないで」を創作

することで、自分なりに作者のメッセー

ジを解釈し、自己表現する力を養うこと

ができる。 

 

〇 日常的なもの（牛乳、葱、絵葉書）と

壮大な自然（海、風、川）との対比から、

比喩の働きを理解し、作者のメッセージ

を読み取る力を養うことができる。 

《こんな手立てで》 

〇 生徒が主体的に課題設定できるように

するために、初発の感想で「この教材でど

んなことを学びたいか」「どんな活動をし

たいか」を問いかけ、生徒の問いや関心を

もとに学習計画を立てる。 

 

〇 課題に対する自分の考えを表出できる

ようにするために、詩を読み深める中で作

者のメッセージを考えさせ、それを自分自

身の言葉で書かせる活動を設ける。 

 

〇 対話活動を通して自分の考えを広げた

り深めたりできるようにするために、まず

は、同じ連を読み取った生徒同士で対話さ

せることで考えを深めさせる。さらに、異

なる連を読み取った生徒同士で対話活動

を行うことで考えを広めさせる。 

 

《こんな生徒の姿を目指します》 

〇 詩に用いられている比喩や象徴的な表現に気づき、その効果や意味を自分なりに理解できる。 

【知識及び技能】 

〇 詩の表現を通じて作者の思いや願いを想像し、自分の解釈を持ち、適切な言葉で表現できる。 

【思考力、判断力、表現力等】 

○ 対話活動を通じて多様な考えに触れ、自分の考えを広げたり深めたりすることで、協働的に学習を進め

ようとしている。                         【学びに向かう力、人間性等】 



 

４ 本時 令和７年１１月１２日（水） 第５校時   ３年○組教室 

 

５ 主眼 

 

 

 

６ 展開 

段
階 

学習活動・内容 指導上の留意点・手だて 形態 配時 

導 
入 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
展 
開 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 本時の課題を設定する。 
⑴ 前時の感想を引用して提示する。 

 
 
 
 
⑵ わかりやすい詩を提示し、言葉の意味や言葉のもつイメー
ジに着目すれば、作者のメッセージをつかめることを体感す
る。【①】 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
⑶ 本時のめあてを確認する。【②】 

本時のめあて 
 
 
 
 
２ 自分の考えをつくる。 
 ⑴ 自分が考えたい連を選択し、言葉の意味を調べたりしなが

ら、作者の伝えたいメッセージを考える。【③・⑥】 
 
 
 
 
３ 自分の考えを再構築する。 
 
⑴ 連ごとの作者のメッセージについて同じ連を選んだ人同士
や違う連を選んだ人同士で話し合う。     【④・⑥】 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
  
 

〇 課題意識をもつこ
とができるようにす
るために、生徒の感
想から、「作者のメッ
セージがわからな
い」などの感想を引
用する。その後、言葉
の意味が分かりやす
い詩を例に出し、言
葉がもつ意味やイメ
ージが分かれば、メ
ッセージが伝わるこ
とに気づかせる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〇 着目した言葉やそ
れぞれがもつ言葉の
イメージを明らかに
させるために、①根
拠となる言葉②その
言葉からどのような
イメージをもつか③
自分が考える作者の
メッセージの３点を
視点として提示す
る。 

 
〇 各班を机間指導し
ながら話し合いが活
性化していない班に
対しては、声に出し
て音読させ、重要語
句に気づかせる。 

 
〇 自分の考えを深め
たり、広げたりする
ために、自分と同じ
連の人や違う連の人
と作者のメッセージ
について話し合う。 

 

全体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

個人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小 集

団 

 

 

 

 

 

 

１０ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５ 
 
 
 
 

 
 
３０ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〇 言葉の意味や表現の効果に着目して考察・対話する活動を通して、作者のメッセージを自分の言葉で

まとめることができるようにする。 

「作者のメッセージがわからない。」 

「作者がどんな自分になりたいかは具体的にはわからない。」 

言葉の意味やイメージに着目して、作者のメッセージを自分の言葉でまとめよう。 

わたしを怒らないで 

お皿を割った妹のように 

寝坊したお兄ちゃんのように 

怒らないでください わたしはジャイアン 

誰からも指図はうけない 

人のものだって俺のもの 俺はジャイアン 

わたしはジャイアンだか

らやんちゃでいたいとい

うメッセージかな。 

指図をうけたくない、自

由でいたいという感じ。 

【二つは何が違うの？】 

本文のほうは束ねるとか稲穂とかイメージが湧きにくい 

創作のほうは想像しやすい。言葉もわかりやすい。 

・「束ねないで」という表現がある。自由に生きたいという思いが感

じられるな。 

【同じ連】 

・「束ねないで」以外にも、「私は○○」という表現から勝手に価値

づけられたくないという意思が伝わるな。 

・「稲穂」という言葉から広大なイメージをもつ、一人の人間とし

て大きくなりたいのかな。 

【違う連】 

・「束ねないで」以外にも「注がないで」「名付けないで」という表

現からも自由に生きたい、縛られたくないという思いが伝わる。 

・「私は○○」という表現から勝手に価値づけられたくないという

意思が伝わる。 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
終 
 
末 

⑵ 全体で共有する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑶ 作者のメッセージについて、自分の考えを再構成する。【⑤】 

  
 
 
 
 
 
 
 
４ 本時の学習を振り返る。 
本時のまとめ 
 
 
 

〇 ３⑵で「作者が拒
絶する生き方」と
「作者が望む生き
方」を考えるときに
着目させたい表現を
色分けして板書す
る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〇 自己の変容を自覚
できるように、①作
者のメッセージを読
み取ることができた
か②言葉の意味やイ
メージを膨らませる
ことができたか③意
見を積極的に交流す
ることができたかの
３点を振り返る。 

全体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

個人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

個人・

全体 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ５ 

 

 

この詩には、作者の「誰からも束縛されず、伸びやかに力強く生きていきたい」という

メッセージが込められている。それを表現するために、「○○ないで」という表現を繰り

返し用いたり、比喩や体言止めなどの技法が使われたりしている。 

【第一連】あらせいとうの花や白い葱は大地から引き離され、ひ

とまとめにされている。逆に稲穂は、大地に根を張

り、縛られず、一生懸命に生きている。 

【第二連】標本箱の昆虫や絵葉書は自由を奪われている。羽撃き

から力強く動き回るイメージ。 

【第三連】牛乳や酒は人間に都合がいいように変えられている

象徴で海は枠にはまらない生命の源だ。 

【第四連】世間の束縛に苦しんでいる様子が作者が生きた時代

からも感じられる。逆に風は自由だ。 

【第五連】人から評価され、自由に表現することを奪われてい

る。評価など気にせず自由に表現したいという思い

がある。 

・「束ねないで」という表現から、自由に生きたいという思いがわか

る。また「わたしは稲穂」という表現から稲穂は自らの力で力強

く大地に立っているため、作者自身も力強く生きていきたいとい

う思いが体言止めによって読み手に伝わってくる。 



第３学年○組 数学科学習指導案 

指導者 ○○○○○ 

 

１ 単元 「相似な図形」 

 

２ 単元について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              

《生徒の実態は》 

○ 図形の基本的な性質は多くの生徒が理解している。           【知識及び技能】 

○ 穴埋め形式の証明問題であれば自分で解き進めることができるが、自分の力で証明の見通し 

を持つことが難しい生徒が多く、論理的に考察する力には課題がある。 

【思考力、判断力、表現力等】 

○ 分からない問題は友達に教えてもらったり調べたりするなど、粘り強く取り組むことができる 

生徒が多い。                       【学びに向かう力、人間性等】 

《こんな教材で》 

○ 本教材では、身近にある相似の概念 

から数学的に正しく定義した「拡大・ 

縮小」を考えさせる上で、生徒の日常 

生活とのかかわりの中で実感できやす 

いと考える。 

○ 本教材は、既習の定理をもとに新し 

い定理を導き、数学のよさを体験させ 

ることで、数学的推論に関する能力、 

図形についての見通しを持って論理的 

に考察する能力の育成を図ることがで

きる教材と考える。 

○ 第 2学年までに図形の性質を直感的 

に捉え、論理的に考察する力や考察し 

たことを筋道立てて説明する力を養 

い、証明の方法についても学習してい 

る。 

〇 第 3学年では、三角形の相似条件な 

どを用いて図形や線分の性質について 

考えることで、論理的に考察しそれを 

簡潔・明瞭に表現する力を養うことに 

つなげる。 

《こんな手立てで》 

 

○ 生徒が課題を把握できるようにする 

ために ICT を使って図形を動かした 

り、実際に作図させたりして、視覚的 

に課題を提示する。 

○ 図形の定理を証明するために、見通 

しを持たせたり、結論を導き出すため 

に何を根拠として述べれば良いかを考 

えさせたりする。 

○ 課題に対する自分の考えを表出でき 

るようにするために、前時までに学習 

した内容を黒板に掲示したり、課題解 

決に使えそうな定義や定理、相似条件 

は何かを班で話し合わせたりする。 

○ 対話活動を通して自分の考えを広げ 

たり深めたりできるようにするため 

に、証明に使った相似条件や図形の性 

質などを明確にさせ、自分の考えと他 

者の考えの共通点や相違点に着目させ 

る。 

《こんな生徒の姿を目指します》  

○ 平面図形や基本的な立体の相似の意味、三角形の相似条件や相似な図形の相似比と面積比、体 

積比の関係について理解している。                   【知識及び技能】 

○ 三角形の相似条件などを基にして、図形の基本的な性質や平行線と線分の比についての性質を 

見いだし、それらを論理的に確かめることができる。     【思考力、判断力、表現力等】 

○ 観察や操作、実験などの活動を通して、図形の性質を見いだそうとしたり、既習事項を基に見 

いだした性質を確かめたりしようとしている。        【学びに向かう力、人間性等】 



３ 計画（２１時間） 

段階 配時 学習活動 評価規準 

導入 

 

１ ○ もとの図形とその図形を拡大または縮 

小した図形について考える。 

〇 平面図形の相似の意味や表し

方、性質を理解している。 

展開 ２ 

 

５ 

 

 

 

３ 

 

 

２ 

 

 

 

本時 

１ 

○ 相似な図形の性質を基に、辺の長さや 

角の大きさについて考える。 

○ 三角形の相似条件を基に、相似の証明 

をしたり具体的な場面で活用したりす 

る。 

 

○ 三角形と線分の比、平行線と線分の比 

の性質を見いだし、それを確かめる。 

 

○ 三角形の２辺の中点を結んだときに成 

り立つ性質について考える。 

 

 

○ 四角形の各辺の中点を結んでできる四 

角形について考え、証明する。 

 

〇 相似比の意味を理解し、辺の長

さや角の大きさを求めることがで

きる。 

〇 三角形の相似条件を理解し、そ

れらをもとに証明することができ

る。 

〇 見いだした性質を三角形の相似

条件等をもとに確かめることがで

きる。 

〇 中点連結定理について理解し、

三角形と線分の比の特別な場合と

して捉えることができる。 

 

〇 どのような図形になるか考え、

既習事項を基に証明することがで

きる。 

終末 ７ ○ 相似な図形の面積比、体積比について 

理解し、具体的な場面で活用する。 

 

〇 相似な図形の面積比、体積比を

理解し、それらを具体的な場面で

活用しようとする。 

 

４ 本時 令和７年１１月１２日（水） 第５校時 ３年○組教室    

 

５ 主眼 

中点連結定理をもとに、四角形の各辺の中点を結んでできる四角形がどんな四角形になるか考え、 

作図した四角形が長方形、ひし形、正方形となる場合に必要な条件を見いだすことができる。 

 

６ 展開 

段
階 

学習活動・内容 指導上の留意点・手だて 形態 配時 

導 
 
 
入 

１ 本時の課題を設定する。   
（１）問題を把握し、予想する。【①】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・長方形   ・正方形   
・ひし形   ・平行四辺形 

 
（２）作図した四角形 EFGH が、どんな

四角形になっているかを確認する。 
 
 
 

○ 生徒間の予想のズレをつくるこ 
とができるように、四角形 ABCD 
を個人で自由に作図させ、四角形 
EFGHがどのような四角形になる 
か考えさせる。    

 
○ 四角形 EFGH は様々な形にな 
るということを視覚的に理解でき  
るように、個人で作図した後に電 
子黒板に四角形 EFGH を表示し、 
比較させる。 

 
 
 
 
 
 
○ 作図した四角形 EFGH が平行 
四辺形、長方形、ひし形、正方形の 
うち、どの四角形になるかを確認 
させる。 

 

個 
／ 
ペア 
／ 
全体 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

全体 
 
 
 
 

５ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ 
 
 
 
 

【問題】 

四角形 ABCD において、 

各辺の中点をそれぞれ 

E、F、G、H とする。 

このとき、四角形 EFGH は 

どのような四角形になるだろう。 
 



 





















 



















 



 
（３）本時のめあてを確認する。 
本時のめあて 
 
 
 

  
全体 

 
２ 

展 
 
 
開 

２ 作図した四角形になる理由につい 
て、自分の考えをつくる。 

（１）既習事項を確認し、必要な条件を
選ぶ。       【②・⑥】 

 
 ① 平行四辺形になる条件 
 ・２組の対辺がそれぞれ平行である 
 ・２組の対辺がそれぞれ等しい 
 ・２組の対角がそれぞれ等しい 
 ・対角線がそれぞれの中点で交わる 
 ・１組の対辺が平行で、 

その長さが等しい 
 ② 特別な四角形の定義 
 ・長方形：４つの角がすべて等しい 
 ・ひし形：４つの辺がすべて等しい 
 ・正方形：４つの角がすべて等しく、 
      ４つの辺がすべて等しい 
 ③ 中点連結定理 
 
 
 
 
 
 
 
・△BCA と△DAC の２つの三角形で
中点連結定理が使える    

・△ABD と△CBD の２つの三角形で
中点連結定理が使える 

 
（２）作図した四角形について証明する。 

【③】 
※予想される生徒の考えは枠外に示す。 
 長方形、ひし形、正方形の証明におい
て、点線部分より下については生徒が
考えうる証明を記述しているために整
合しない内容がある。 

 
 
 
 
 
 
 
（３）作図した四角形の証明について全

体で確認する 
 
 
 
 
 
 
（４）再度、四角形の証明を行う。 
 
 

〇 自分が作図した四角形が平行四 
辺形、長方形、ひし形、正方形のど 
れにあてはまるか確認させる。 

○ 作図した四角形の証明の見通し 
を持つことができるように、それ 
ぞれの四角形の条件や定義・定理 
を確認させる。 

 
〇 それぞれの生徒が、自分の証明 
をするために必要な条件などを各
自で選択させる。そのために学習
支援ソフトを活用する。 

 
 
 
○ 中点連結定理を使うために補助 
線を引かせ、三角形をつくらせる。 
できた三角形から辺の長さや角の 
大きさを確認させる。 

 
○ 中点連結定理が使えるようにす 
るために、補助線を引いた後に、 
どの三角形に対して中点連結定理 
を使うかを色ペンでなぞらせる。 

 
 
 
〇 作図した四角形の証明を各自に 
させる。 

〇 証明が進まない生徒に対して、 
等しい辺や角を確認するように支 
援する。それでも証明が進まない 
生徒にはヒントカードを提示す 
る。ヒントカードは、平行四辺形 
までの証明を穴埋めするものとす 
る。 

○ 証明が早く終わった生徒には証 
明に不足している箇所がないか等 
の見直しを指示する。 

 
〇 長方形、ひし形、正方形は平行 
四辺形の特別な場合であることを 
確認させる。確認をする際は、ベ
ン図を使用する。 

〇 長方形、ひし形、正方形も平行 
四辺形の性質を持っていることを 
確認させる。 

 
〇 生徒の証明の状況に応じて、対 
角線 BD を引くように支援する。 

 
○ 各自が作図した四角形を、互い 
に確認させ、各自の証明を交流さ 
せる。 

 

全体 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

個人 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

全体 
 
 
 
 
 
 
 

個人 
（全体） 
 
 

５ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５ 
 
 
 
 
 
 
 
５ 
 
 
 

各辺の中点を結んでできる四角形が、「△△△」になることを証明しよう。 

































 



３ 作図した四角形の証明について交流
する。          

（１）他者と交流する。    【④・⑥】 
・中点連結定理では、平行四辺形の証明
まではできる。 

・長方形、ひし形、正方形を証明するに
は条件が足りない。 

 
（２）自分の考えを再構成する。 【⑤】 
 ・長方形を証明するためには、四角形

ABCD で AC⊥BD が必要になる。 
 ・ひし形を証明するためには、四角形

ABCD で AC＝BD が必要になる。 
 ・正方形にを証明するためには、四角形

ABCD で AC＝BD、AC⊥BD が必要
になる。 

 
（３）全体で確認する 

○ 対話活動では、①どの三角形で 
中点連結定理を使ったのか、②対
辺が平行で等しくなるのかについ
て交流させる。 

 
○ 自分の考えをまとめることがで 
きるように、他者の証明を聞いた 
り、参考にしたりするように指示 
する。 

 
○ 長方形、ひし形、正方形になる 
ことを証明するには、どんな条件 
を付け加えればいいのか考えさせ 
る。 

○ 問題の条件では、作図した四角 
形が平行四辺形であることは証明 
できるが、長方形、ひし形、正方 
形になる証明はできないことを確 
認する。 

小集団 
 
 
 
 
 
 
 

個人 
 
 
 
 
 
 
 
 

全体 

６ 
 
 
 
 
 
 
 
４ 
 
 
 
 
 
 
 
 
５ 

終 
 
 
末 

４ 本時の学習を振り返る。   
・本時のまとめを振り返りシートに記述
する。 

 
  
 
 
 
 
 
５ 次時の学習内容を確認する。 
 
 

○ 本時の学習内容を振り返るため 
に、自分の言葉で振り返りシート 
にまとめを記述させる。 

 
 
 
 
 
 
 
○ 次時では、条件を追加すること 
で長方形、ひし形、正方形になるか 
どうかを証明することを伝える。 

個人 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

全体 

４ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１ 

※予想される生徒の考え 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・四角形の各辺の中点を結んででき
る四角形は平行四辺形になる。 

・長方形、ひし形、正方形を証明する
ためには、条件がさらに必要にな
る。 

◇ 平行四辺形の場合 

【証明】四角形 EFGH において 

対角線 AC をひく。 

△BCA において BE＝EA、BF＝BC 

中点連結定理より EF//AC、EF＝
１

２
AC …① 

△DAC において DH＝HA、DG=GC 

中点連結定理より HG//AC、HG＝
１

２
AC …② 

①、②より EF//HG、EF＝HG となり、 

１組の対辺が平行で、長さが等しいので、 

四角形 EFGH は平行四辺形である。 

◇ 長方形の場合 

【証明】四角形 EFGH において 

※①、②まで平行四辺形と同じ内容 

①、②より EF//HG、EF＝HG …③ 

次に、対角線 BD をひく。 

同じようにして EH//FG、EH＝FG …④ 

③、④より ２組の対辺の長さがそれぞれ 

等しいので、四角形 EFGH は長方形である。 

◇ ひし形の場合 

【証明】四角形 EFGH において 

※①、②まで平行四辺形と同じ内容 

①、②より EF//HG、EF＝HG …③ 

次に、対角線 BD をひく。 

同じようにして EH//FG、EH＝FG …④ 

③、④より ２組の対辺の長さが等しいので 

四角形 EFGH はひし形である。 

◇ 正方形の場合 

【証明】四角形 EFGH において 

※①、②まで平行四辺形と同じ内容 

①、②より EF//HG、EF＝HG …③ 

次に、対角線 BD をひく。 

同じようにして EH//FG、EH＝FG …④ 

③、④より ２組の対辺がそれぞれ平行で、 

長さが等しいので、四角形 EFGH は正方形で

ある。 



第３学年○組 理科学習指導案 

指導者 ○○○○○ 

 

１ 単元 「化学変化とイオン（酸・アルカリと塩）」 

 

２ 単元について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            

《生徒の実態は》 

○ 元素記号や化学式、電離を表す式は理解しているが、金属のイオンへのなりやすさや電池の

しくみなどの事象をイオンと関連付けて捉えている生徒は少ない。    【知識及び技能】 

○ 自分の考えを持つことはできるが、科学的根拠をもとに表現したり、相手にわかりやすく説

明することが苦手な生徒が多い。             【思考力、判断力、表現力等】 

○ 実験などで起こる事象の変化に対する興味・関心は高く、班員と役割分担しながら協働的に

活動できる生徒が多い。                 【学びに向かう力、人間性等】 

《こんな教材で》 

○ 本単元では、「酸性・中性・アルカ

リ性の水溶液の性質」を調べる実験か

ら、酸とアルカリの性質が水素イオン

と水酸化物イオンによるものである

ことを化学反応式やイオンの化学式

を活用しながら説明できるようにな

る。また、既習事項を活用しながら

酸・アルカリの正体についての仮説を

立て、検証するための方法を立案し実

行することで科学的に探究していこ

うとする態度を育成することができ

る。 

○ 本単元は、「中和によって、酸・ア

ルカリの正体がたがいの性質を打ち

消し合う」ことに気付かせることを目

標としている。このことは酸性河川の

中和、食品加工への応用など日常生活

へと活用できるため、生徒の興味・関

心を持たせやすい。 

《こんな手立てで》 

○ 生徒が主体的に課題設定できるよう

にするために、身の回りにある酸性や

アルカリ性の水溶液を活用し、探究活

動と日常生活が繋がるようにする。さ

らに、本時で BTB溶液を用いた電気泳

動の演示実験動画を提示することで、

既習事項と関連付けながら仮説を立

て、検証実験へと探究活動が広がるよ

うにする。 

○ 課題に対する自分の考えを表出でき

るようにするために、酸性とアルカリ

性の電気泳動の演示実験動画を活用

し、酸性の特徴とアルカリ性の特徴の

共通点や相違点を比較させる。 

○ 対話活動を通して自分の考えを広げ

たり深めたりできるようにするため

に、自分の考えと仮説の考えを交流す

る際の視点を提示する。 

 

《こんな生徒の姿を目指します》  

○ 酸性とアルカリ性に共通する性質を決めているものが水素イオンと水酸化物イオンであること

について理解している。                 【知識及び技能】 

○ 演示実験や検証実験を根拠に、酸性やアルカリ性に共通する性質を決めているものが水素イオ

ンと水酸化物イオンであることを考察し、説明することができる。 

【思考力、判断力、表現力等】 

○ 酸性やアルカリ性の性質を決めているものや酸とアルカリを混ぜたときの反応について、他者

との対話を通して自分の考えをつくったり再構築しようとしている。  

【学びに向かう力、人間性等】 



３ 計画（10 時間） 

段階 配時 学習活動 評価規準 

導入 

 

2 ○ 酸性やアルカリ性の水溶液の性質について調べる。 

・酸性の水溶液の性質 

 青色リトマス紙を赤色に変える 

 緑色の BTB 溶液を黄色に変える 

 pH 試験紙を黄色～赤色に変える 

 マグネシウムなどの金属を入れると水素が発生 

・アルカリ性 

 赤色リトマス紙を青色に変える 

 緑色の BTB 溶液を青色に変える 

 pH 試験紙を青色に変える 

 フェノールフタレイン溶液を赤色に変える 

○ 酸性やアルカリ性の

水溶液に共通する性質

を実験から見いだし、

説明できる。 

【思考・判断・表現】 

展開  

 

本時 

(1/2) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 

○ 酸性やアルカリ性の性質を決めているものについ

て調べる。 

（１） BTB 溶液を活用した電気泳動の実験から、酸

性やアルカリ性の性質を決めているものについて

仮説を立てる。 

 ・酸性の水溶液では、陰極側に移動するイオンが関係

しているのではないか 

 ・アルカリ性の水溶液では、陽極側に移動するイオン   

  が関係しているのではないか 

 

（２） 仮説を検証するための実験を行い、酸性やアル

カリ性の性質を決めているものについて説明する。 

 ・酸性の性質を決めているのは、H+である 

 ・アルカリ性の性質を決めているのは、OH-である 

 

 

 

○ 酸性・アルカリ性の強さについて理解する。 

・pH が 7 のとき、水溶液は中性である 

・pH の値が 7 より小さいほど酸性が強く、pH の値  

 が 7 より大きいほどアルカリ性が強い 

 

 

 

○ 演示実験の動画から

自分なりの仮説を立て

ることができる。 

【思考・判断・表現】 

 

 

 

 

○ 実験結果から酸性と

アルカリ性の性質を決

めているものは、水素

イオンと水酸化物イオ

ンであることを説明す

ることができる。 

【思考・判断・表現】 

○ pH7 が中性で、7 よ

り小さいものが酸性、

大きいものがアルカリ

性であることを理解し

ている。 

【知識・技能】 

終末 3 

 

 

 

2 

 

○ 酸とアルカリを混ぜたときの変化を調べる。 

 ・酸 ＋ アルカリ → 塩 ＋ 水 

・水素イオン ＋ 水酸化物イオン → 水 

 ・H+ ＋ OH- → H2O 

○ 中和の様子をイオンのモデルを使って説明する。 

・HCl ＋ NaOH → NaCl ＋ H2O 

 

○ 中和によって塩と水   

 ができることを理解し

ている。 

【知識・技能】 

○ 中和の様子を、イオ

ンのモデルを使って説

明できる。 

【思考・判断・表現】 

 

 

 

 

 

 



４ 本時 令和７年１１月１２日（水） 第５校時   理科室 B 

 

５ 主眼 

 

 

 

６ 展開 

段
階 

学習活動・内容 指導上の留意点・手だて 形態 配時 

導 
入 

１ 本時の課題を設定する。 
（１）実験動画を視聴する。【①】 
 ・電気泳動（３パターン） 
 
 
 
 
 
 
（２）気づいたことを確認する。【①、②】 
 ・実験結果の確認 
 
 
（３）本時のめあてを確認する。 
本時のめあて 
 
 

 
○ 本時の学習について課題意識を
もつことができるように、３種類の
水溶液（酸性、中性、アルカリ性）
による電気泳動の実験の様子を提
示する。その際、BTB溶液寒天入り
のストローなどの実物を提示し実
験内容を想起しやすくする。 

 
○ 酸、アルカリの正体について課題
を設定できるように、酸性、アルカ
リ性、中性（非電解質）では結果が
異なることを確認させる。 

 

 

全体 

 

 

 

 

 

 

 

全体 

 
７ 
 
 
 
 
 
 
 
3 

展 
 
 
開 

２ 自分の考えをつくる。 
（１）仮説の書き方について説明を聞く。 
 
 
 
 
（２）仮説を立てる。【③、⑥】 
 ・酸性の正体 
・アルカリ性の正体 

 
 
 
 
 
３ 自分の考えを再構築する 
(１)対話活動を行う。【④】 
・仮説とその根拠 

 ・根拠とする知識や事象 
 
 
 
 
 
 
 
 
 (２)自分の仮説をまとめる。【⑤、⑥】 
 ・酸の正体の仮説 
 ・アルカリの正体の仮説 
 
 
 

 
○ 仮説を立てることができるよう、
文型「酸性の正体は（ 結論 ）で
ある。なぜならば（ 根拠 ）。」を
提示する。 

 
○ 自分の考えをつくりやすいよう
に、導入で提示した事象の写真を掲
示しておく。 

○ 根拠をもとに仮説を立てること
ができるように、導入で提示した実
験結果と既習の知識を組み合わせ
ながら考えさせる。 

 
 
○ 他者との対話を通して自分の考
えを広げたり深めたりできるよう、
対話活動の視点として「自分の仮説
との共通点や相違点」「根拠となる
知識や事象」を提示する。 

 
○ 仮説の根拠が確固なものになる
よう他の水溶液を使った実験や電
極を逆にした実験の動画、モデル図
を活用させながら対話させる。 

 
○ 仮説をまとめることができるよ
う、仮説の文型を再確認し、根拠の
部分に対話活動を通して得られた
情報や考えたことを反映させるよ
うに指示する。 

 

全体 

 

 

 

 

個人 

 

 

 

 

 

 

 

 

小集団 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

個人 

 

 

 

 

 
2 
 
 
 
 
8 
 
 
 
 
 
 
 
 

13 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
7 
 
 
 
 

演示実験の結果や既習事項をもとに酸性やアルカリ性の性質を決めているものの正体を考える

活動を通して、根拠を明らかにした仮説を立てることができるようになる。 

酸性やアルカリ性を決めているものの正体について仮説を立てよう。 



終 
 
末 

４ 本時の学習を振り返る。 
（１）全体交流を行う。 
 
 
（２）自分の仮説の変容をふり返る。 

   
 
 
 
 
本時のまとめ 

 
○ 対話活動を通してまとめた仮説
を数名に発表させる。 

 
○ 本時の自身の学習をふり返るこ
とができるよう、「最初の仮説とま
とめの仮説では、どこがどうして変
わったのか」を発問し、学習プリン
トに記入させる。 

 
 

 

全体 

 

 

個人 

/ 

班 

 
3 
 
 
7 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

酸性の性質を示すものの正体は○○だと考えられる。なぜならば○○である。 

アルカリ性の性質を示すものの正体は○○だと考えられる。なぜならば○○で

ある。 


